
 

一年生が道徳
どうとく

で練習
れんしゅう

の大切さ
たいせつ  

につい

て学び合いました
ま な  あ       

。 

お話
  はなし

の主人公
しゅじんこう

「こぐま」は、ラッパを

上手
じょうず

にふくことができません。そんなと

き、小鳥
こ と り

さんたちが話して
はな    

いるのを聞いて
き   

、練習
れんしゅう

を始めます
はじ     

。

そして、演奏会
えんそうかい

の日
ひ

に、良い
よ  

音
おと

を出す
だ  

ことができました。 

この時
とき

の「こぐま」の気持ち
き も  

について、一年生
いちねんせい

が発表
はっぴょう

して

いました。 

「みんなにほめられて、うれしい」 

「本番
ほんばん

にちゃんとできて、よかった！」 

「とってもいい気持ち
き も  

」 

「練習
れんしゅう

をさぼらなくて、本当
ほんとう

に良かった
よ    

」 

「もっと上手
じょうず

になりたい」 

「自分
じ ぶ ん

の心
こころ

に、ありがとうと言い
い  

たい」    などなど 

 音
おと

を上手
じょうず

に出せなかった
だ     

「こぐま」が、練習
れんしゅう

をがんばって、

演奏会
えんそうかい

でうまくふくことができたお話
  はなし

です。一年生
いちねんせい

は、きっ

と運動会
うんどうかい

の練習
れんしゅう

もがんばるでしょうね。本番
ほんばん

でいい気持ち
き も  

に

なってほしいです。             村越 新 

               れんしゅう 


